
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハザードリスクの確認マニュアル 

（京都市 Ｗｅｂ版ハザードマップ版） 
 
 
  

令和４年７月 



１ 事前準備 

（１）担当されている方の身体的状況を確認し、要介護や障害支援区分を確認する。 

（２）要介護３以上や障害支援区分４以上の方がいれば、その方の住所のリストを作成する。 
  （※ 個別避難計画は、要介護や障害支援区分の高い方から順に作成します。） 
 
２ 京都市 Ｗｅｂ版ハザードマップの活用 

（１）京都市 Ｗｅｂ版ハザードマップを検索 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

 

 

 
 
 
 

① ：Google 等で「京都市 Ｗｅｂ版ハザードマップ」と検索 

② ：検索で出た「京都市 Ｗｅｂ版ハザードマップ」をクリック 
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（２）京都市Ｗｅｂ版ハザードマップのトップページの操作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

③ ：トップページを下にスクロールし、「Ｗｅｂ版水害ハザードマップはこちらです。」を 

クリック。 

 

（３）京都市Ｗｅｂ版ハザードマップ上での操作 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ ：ハザードリスクを調べたい住所を検索ボックスに入力して検索 
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（３）ハザードリスクの確認（土砂災害） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ ：住所を入力した際に、青色のポインターが移動したことを確認。 

（ここでは、例として京都市役所の所在地を入力） 

⑥ ：上部の土砂災害をクリックし、調べたい住所地のハザードリスクを確認 

  

（４）ハザードリスクの確認（浸水深） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ ：上部の浸水深をクリックし、表示される河川をそれぞれクリックする。 

（上記は、鴨川・高野川を選択した画面） 

⑧ ：右側にあるハザードリスクの種類を調べたい住所地のハザードリスクの色を比較して、

ハザードリスクを判定。 

 （上記であれば、0.5ｍ～3ｍ未満の区域となる。） 
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